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1.　近年 和装用 の化繊 織物が多 くなり従来 の絹織物等

とはや や異 なる独自の分野を形 成し つつある。 最近出回

ってい る市販 の化 繊および その複合織物を主体 とし，着

装上お よび拡 張整理上の問題点と関連する織物の風合い

を絹または木綿と比較し てその違いを検討し た。また袷

着 の裏 地とし ての化 繊織物につい てもその適否を風合い

の上 から検討し た。

2.　風 合い の因 子の うち今回は特に ドレ ープ性 と摩擦

係数 を中心とし ，物理的 測定 と主観テ ストを合わせ行な

った。 試料は強撚糸織物 として ポリエ ス テ ル， ナ イ ロ

ン， アセテート，レーヨン，絹 の単独または複合織物，

浴衣地ではポリエ ステル，ポリ ノジッ ク， ラミー，木綿

の複合織物を用い ，また八掛地 として ポリエ ステル，ア

セテート，絹織物を使用した。

3.　絹織物様 のドレ ープ性を要求す る袷着では化繊織



物はま だ絹に劣 る点が多い。張 りを要求 する浴 衣着で は

複合の仕方によって木綿よ り優れ るものがあ る。被服整

理上では合繊には問題が少 ない が，レ ーヨン糸 のも ので

は処理上の問題点が多い。八掛地はドレ ープ係数や摩擦

係数を考慮し て選ぶ必要がある。
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